
青山小だより 
 

未来を変える言葉の力 
～学習発表会 子供たちのメッセージ～ 

校長 髙山直也 

 

 師走の風が本格的な冬の到来を感じさせます。外苑前のいちょう並木は，青空に黄金色が美しく映え，そのまま美

術館に保存したいと思うのは私だけでしょうか。その秋から冬への季節の移ろいの中で，青山小学校では学習発表会

が開催されました。 

  

子供たちが発する言葉は，時として我々の予想をはるかに超える，胸に刺さるようなインパクトを感じる時がありま

す。どうすれば観る人に伝わるかを意識して，何回も何回も練習してきた…だから表現力も伝える力も高まった…こ

れは分かります。しかし，良い言い方が見つからないのですが，そういう高めた表現力だけでは出てこない，子供のも

つ純粋さというか一生懸命さというか，心を揺り動かされる何かを，この発表の間ずっと感じていました。 

  

１年生とあすなろ学級の発表には，「〇まる」（循環・回帰）というキーワードがありました。

あさがおの生育を自分ごととし，生物は子孫を増やしてまた元に戻り「循環」することを学ん

だ１年生。給食の野菜くずをコンポストで土化することにより，「廃棄から利用に転換」し，ま

たその土から野菜を作る「循環型農法」を体感したあすなろ学級。どちらも自然界の生業

（なりわい）と，人間もその自然の一部として貢献する基礎を学びました。「食」に着目したのは３年生も同じです。国語

で学んだ自然加工食品の秘密を足掛かりに，給食の調理業者，葉隠勇進さんから「食品ロスを出さない工夫」を教え

てもらいました。食を通じて日本や世界の課題（格差）を知り，自ら行動する基礎を学びました。 

 ４，５年生は，人間が排出する「ごみ」について考察しました。社会科で学習したごみ処理の学習を広げ，サントリーか

ら民間企業の努力，港区役所から公的機関の努力を学び，「官民一体となったゴミ処理対応と減量作戦」を学んだ４

年生。ごみから見えてくる人間の身勝手さも学びました。海ごみの酷（ひど）さの実態を知るところから始まり，海鳥の

胃の中に詰まっているマイクロプラスチックに心を揺さぶられ，「生態系に与える大きな影響」を調べた５年生。実際に

葛西臨海公園での海ごみ拾いも経験し，何か動かなければこのままでは…と本気で感じ行動して

いました。２人のゲストティーチャーとの交流も子供たちを変えました。４，５年生は，「どうしたら減ら

せるのか」を追求し「３Ｒ」や「マイバッグ」そもそも無駄買いしない等，『意識の変革を自他に求め』

ました。 

 ２，６年生は環境とは少し違った視点でした。生活科の学習で「まちたんけん」をし，青山の街で働くたくさんの人と出

会い，街を素敵にするために頑張っていることを知った２年生。ののあおやまでの生き物放流や虫博士との出会いも

含めて，青山の街を自分たちも素敵にしたいという思いを「元気なあいさつ」と「感謝」で貢献することを誓ってくれま

した。６年生は，環境配慮だけではなく，世の中にはそもそも自分たち人間の中に，「貧困」という格差があることを指

摘しました，そこから青山小の課題・日本の課題・世界の課題と視点を広げ，「互助・救済」の観点から１２歳の自分た

ちが今すぐできることは何かを追求し，発表しながら観客に『活動に参画することを呼びかけ』ました。 

 

 未来を変える言葉の力…子供たちの発表を聞いていて，子供の時にこその言葉の重みを感じ，真っすぐ前を向き全

身で訴えるその姿に心打たれました。さあ，大人の皆さん，私達も変わりましょう。上の子供たちの

発表で我々が学んだ，「 」や『 』の中を気に留めて，無理ない行動を。小さいけれど力強い未来へ

のメッセージをしっかりと受け止め，この子たちに素敵な未来を残すために。 

令和３年度 １２月号 

港区立青山小学校 校長 髙山 直也 

TEL 03-3403-5588   FAX 03-3403-5589 

E メール aoyama-es@minato-tky.ed.jp 

HP http://aoyama-es.minato-tky.ed.jp/ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日 曜 主な行事予定 

1 

 

水 安全指導 午前授業（６－２除く） 

2 木

委 

２年国立新美術館         ●小松 

3 金 ユニセフ集会 避難訓練 

4 土  

5 日  

6 月 全校朝会 子どもサミット ユニセフ募金開始（～９日まで） 

7 火 ３～６年書初め指導（和久田先生）  

8 水 ６年室町体験（狂言） 

9 木

委 

１年国立新美術館         ●小松 

10 金 たてわり班 午前授業（２－１除く） 

11 土  

12 日  

13 月 全校朝会 クラブ 

14 火 あいさつ運動２－１（～18 日）読み聞かせ ○岩渕 

15 水  

16 木

委 

５年鑑賞教室           ●小松 

17 金 体育朝会 個人面談（希望者）①  ○岩渕 

18 土 道徳授業地区公開講座 あすなろ音楽を聴く会 

19 日  

20 月 全校朝会 個人面談（希望者）② 

21 火 個人面談（希望者）③ 

22 水 個人面談（希望者）④ 

23 木

委 

個人面談（希望者）⑤ 

24 金 終業式 

25 土 冬季休業日開始（～１月７日） 

26 日  

27 月  

28 火  

29 水  

30 木

委 

 

31 金  

2年生より 

 ２年生は，学習発表会を通して，「伝えること，最後ま

であきらめないこと，協力すること」を目標に生活科の

学習の発表を行いました。舞台での練習が始まり，「よ

りよい発表をしたい」「分かりやすく伝えたい」と思いが

あふれてきました。子供たちは，発表の仕方を工夫し

たり，家で何度も練習したり，グループで表現を話し合

ったりしていました。学習発表会を通して，伝えること

の楽しさ，最後まであきらめずにやり遂げる達成感，協

力の大切さを 2年生なりに感じているようでした。 

 2 年生も折り返し地点を過ぎました。楽しく仲良く学

校生活を送ることができるように，また，3 年生に向け

て自分から動くことができるように，子供たちとかかわ

りを大切にしながら全力で向き合っていきます。 

                          2 年担任 

 

生活指導部より 

生活指導部では，年間を通して挨拶に重点を置い

て指導しています。本年度は，年３回の縦割り班での

挨拶運動（２回目は緊急事態宣言中のため中止）と各

クラスが担当しての挨拶キャンペーンに取り組んでい

ます。 

１１月は３年生が担当になり，朝から校内に響き渡る

元気な声で挨拶してくれました。「挨拶のキャッチボー

ル」が校内でも広がるように指導していきたいと思い

ます。 

また，2 学期に入り，9 月の生活目標でもあった「時

間を守ってすごそう」がどの学年も上手になってきまし

た。校内のチャイムがならない時も，子供たちが時計を

見て行動することができました。朝会での体育館集合

も，開始時刻前に集まり，開始チャイムよりも早く始め

ることができています。学校生活に慣れ，見通しをもっ

て過ごすことができるようになった証拠だと感じていま 

す。今後もできるようになっ 

たことを認めながら，指導し 

ていきたいと思います。 

           生活指導部 

  

今月の目標 
生活目標 学校をきれいにしよう 
保健目標 冬を元気にすごそう 
給食目標 かぜに負けない食事をしよう 

●〇・・・カウンセラー来校日  

※予定は，変更になる場合があります。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～ＳＤＧｓにつながる学校の学びの様子～ 

学習発表会スローガン  ～ 考えよう 私たちの未来 ～ 

あさがおの あかちゃん にっき （1 年生）  

てっていちょうさ！すがたをかえる食べ物 （３年生） 

 ごみ減量プロジェクト （４年生）  

ぼくら 青山のまち たんけんたい （２年生）  
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 海ごみについて考える （５年生）  

まんまる作戦 （あすなろ学級）  

私たちにできること （６年生）  

11 月 青山小 生活の様子 

開校記念集会        歯科講話           生活科 土づくり（1 年生） 

キャリア教育 ～ＮＴＴドコモ～（6年生） 


